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２７０
題字は、山下光一前名誉会長

　当連合会は観光を盛んにし、地域を活性化させることを狙って、

多摩地域の新しい観光のあり方を探った報告書「観光、集客・交

流による多摩地域の活性化」をまとめました。市町村を超えて

ルートをつくることや、産業観光への取り組みを提案しています。

この報告書は観光だけではなく、観光と同じ効果を期待できる

「集客交流」にもスポットを当てて、初めてその実態を明らかに

しました。また、多摩全域に“調査の網”をかぶせ、様々な項目

を調べました。 （５面参照）

◆　第４５回通常総会を開催

◆　青年部連合会が第３９回通常総会

◆ 女性部連合会が第２４回通常総会

◆ 観光で１０プランを提案、当連合会が報告書

◆ ７月１４、１５日に「多摩の物産＆輸入品EXPO’０６」、

　　「東京島しょの物産展」

◆ 商工会だより

◆ 多摩・島しょ地域のイベント

羽村市の「風のおわら」

報告書の報告が行われた
多摩観光協議会役員会
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第４５回通常総会を開催 
５議案を満場一致で承認 

第４５回通常総会を開催 
５議案を満場一致で承認 

桂
会
長
を
４
選 

　
　
　
９
名
が
新
理
事
に 

　当連合会は５月２９日、立川市内のホテルで第４５回通常総会を開き、役員の改選

を行った結果、会長に桂�夫氏を４選、退任をした荻本貞臣、中野達雄両副会長

の後任に平畑文興（昭島市）、神石實（小平）、門井豊秋（大島町）の３氏を選び

ました。役員改選を含め、総会には平成１７年度事業報告・一般会計収支決算など５

議案を上程、全会一致で全ての議案を承認、可決しました。

　

全
て
の
役
員
の
方
が
任
期
の
途
中
で
し

た
が
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
役
員
改
選
の

時
期
を
全
国
の
商
工
会
、
連
合
会
で
統
一

す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
改
選
を

行
っ
た
も
の
で
す
。
改
選
で
は
九
名
の
方

が
新
た
に
理
事
に
就
き
ま
し
た
。
ま
た
、

監
事
は
三
名
の
方
が
全
て
新
し
い
人
に
替

わ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
に
成
田
浩
東
京
都
産
業
労
働
局
長
、

中
井
敬
三
同
商
工
部
長
、
仁
司
泰
正
新
銀

行
東
京
取
締
役
兼
代
表
執
行
役
、
佐
藤
浩

二
多
摩
信
用
金
庫
理
事
長
、
山
�
正
芳
西

武
信
用
金
庫
理
事
長
、
齋
藤
茂
夫
青
梅
信

用
金
庫
常
務
理
事
ら
を
迎
え
、
加
藤
政
治

東
大
和
市
商
工
会
会
長
が
議
長
に
就
い
て

議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
会
長
に
再
選
さ
れ
た
桂
�

夫
会
長
は
就
任
挨
拶
を
し
「
商
工
会
に
は

今
、
人
材
の
育
成
と
財
政
基
盤
の
強
化
と

い
う
二
つ
の
大
き
な
課
題
が
あ
る
。
こ
の

解
決
に
向
け
て
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

激
変
す
る
時
代
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

は
職
員
の
レ
ベ
ル
を
高
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
財
政
に
お
い
て
は

自
立
化
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
是
非
、
こ
う
し
た
課
題

の
解
決
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
呼
び
掛
け
、
四
期
目
に
挑
む
決
意

を
示
し
ま
し
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
挨
拶
を
し
た
成
田
浩

産
業
労
働
局
長
は
「
商
工
業
の
振
興
は
都

の
重
要
施
策
の
一
つ
」
と
し
た
上
で
十
八

年
度
の
局
の
重
要
施
策
を
紹
介
。
そ
の
上

で
「
商
工
会
の
皆
様
と
は
言
わ
ば
車
の
両

輪
と
い
う
こ
と
で
東
京
の
産
業
の
振
興
、

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
共
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
東
京
都
産
業
労
働
局
長
表
彰

を
は
じ
め
各
種
の
表
彰
授
与
（
３
面
参

照
）
を
行
う
と
と
も
に
、
越
沼
規
充
日
の

出
町
商
工
会
青
年
部
副
部
長
が
昨
年
の
青

年
部
全
国
大
会
主
張
発
表
で
最
優
秀
賞
に

輝
い
た
こ
と
を
記
念
、
越
沼
副
部
長
が
改

め
て
主
張
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

就任挨拶をする桂会長

代表して来賓挨拶をする
東京都の成田産業労働局長
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【
副
会
長
】

平
畑　

文
興
氏（
ひ
ら
は
た
・

ふ
み
お
き
＝
昭
島
市
商
工
会

会
長
、昭
島
ガ
ス
㈱
、　

歳
）

６２

神
石　

實
氏
（
か
み
い
し
・

み
の
る
＝
小
平
商
工
会
会
長
、

㈱
ニ
ッ
パ
ン
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
、　

歳
）

６８

門
井　

豊
秋
氏（
か
ど
い
・
と

よ
あ
き
＝
大
島
町
商
工
会
会

長
、か
ど
や
商
店
、　

歳
）

５５

【
理
事
】

井
上　

敏
夫
氏
（
い
の
う

え
・
と
し
お
＝
日
野
市
商
工

会
会
長
、（
有
）
富
士
美
産

業
、　

歳
）

６７

平
塚　

久
敏
氏（
ひ
ら
つ
か
・

ひ
さ
と
し
＝
清
瀬
商
工
会
会

長
、ひ
ら
つ
か
洋
品
店
、　

歳
）

６４

村
越　

政
雄
氏（
む
ら
こ
し
・

ま
さ
お
＝
小
金
井
市
商
工
会

会
長
、㈱
ム
ラ
コ
シ
、　

歳
）

６４

宮
川　

一
三
氏（
み
や
か
わ
・

か
ず
み
＝
西
東
京
商
工
会
会

長
、㈱
宮
川
工
務
店
、　

歳
）

６６

原
島　

芳
一
氏（
は
ら
し
ま
・

よ
し
か
ず
＝
調
布
市
商
工
会

会
長
、原
島
商
事
、　

歳
）

６６

町
田　

成
司
氏（
ま
ち
だ
・
せ

い
じ
＝
福
生
市
商
工
会
会
長
、

㈱
ま
さ
だ
や
、　

歳
）

５６

山
下　

三
郎
氏（
や
ま
し
た
・

さ
ぶ
ろ
う
＝
東
村
山
市
商
工

会
会
長
、
岩
崎
屋
豆
富
店
、

　

歳
）

６６向
笠　

幸
雄
氏
（
む
か
さ
・

ゆ
き
お
＝
羽
村
市
商
工
会
会

長
、
㈱
ム
カ
サ
、　

歳
）

５７

廣
瀬　

可
世
子
氏（
ひ
ろ
せ
・

か
よ
こ
＝
東
京
都
商
工
会
女

性
部
連
合
会
会
長
、
ヴ
ィ

ヴ
ァ　

ジ
ャ
パ
ネ
ス
ク
）

【
監
事
】

栗
山　

昇
氏
（
く
り
や
ま
・

の
ぼ
る
＝
狛
江
市
商
工
会
会

長
、
㈱
三
長
、　

歳
）

６５

松
田　

昭
男
氏
（
ま
つ
だ
・

あ
き
お
＝
武
蔵
村
山
市
商
工

会
会
長
、
松
田
建
材
㈱
、　
６６

歳
）

原
田　

貞
男
氏
（
は
ら
だ
・

さ
だ
お
＝
日
の
出
町
商
工
会

会
長
、
綿
屋
、　

歳
）

６９

【
商
工
会
役
員
功
労
者
へ
の

　
　
　
　

東
京
都
産
業
労
働
局
長
表
彰
】

▽
曾
我
眞
二（
日
野
市
）▽
平
石
昭
夫（
清

　

総
会
の
最
後
に
荻
本
貞
臣
副
会
長
は

「
経
済
の
荒
波
に
埋
没
す
る
こ
と
だ
け
は

や
め
よ
う
と
い
う
決
意
を
、長
い
間
、持
っ

て
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
桂
会
長
や
各

単
商
の
会
長
の
指
導
の
お
陰
」、中
野
達
雄

副
会
長
は「
桂
会
長
、単
商
の
会
長
か
ら
親

し
く
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、友
好
を
深
め

さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
が
何
よ
り
の
宝
」と

そ
れ
ぞ
れ
退
任
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

瀬
）▽
石
井
敏（
稲
城
市
）▽
菊
地
隆（
小
笠

原
村
）

【
同
、東
京
都
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
】

▽
金
子
彰（
三
鷹
）▽
平
山
道
雄（
三
鷹
）▽

鈴
木
啓
之（
日
野
市
）▽
青
柳
恒
熙（
狛
江

市
）▽
渡
辺
俊
晴（
武
蔵
村
山
市
）▽
浅
見

宇
一（
羽
村
市
）▽
森
谷
晴
一（
昭
島
市
）

【
商
工
会
等
職
員
の
永
年
勤
続
感
謝
状（
勤

続　

年
以
上
）】

２５
▽
佐
藤
誠
二（
日
野
市
）▽
田
村
正
彦（
日

野
市
）▽
木
村
芳
夫（
小
平
）▽
小
川
博
司

（
小
金
井
市
）▽
平
井
利
江（
大
島
町
）▽

森
信
一（
東
村
山
市
）▽
猪
俣
貴
昭（
国
立

市
）▽
高
橋
誠（
武
蔵
村
山
市
）▽
新
井
善

樹（
稲
城
市
）

【
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
主
張
発
表
大

会
最
優
秀
賞
受
賞
者
表
彰
】特
別
功
労
賞

＝
越
沼
規
充（
日
の
出
町
青
年
部
）

【
関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰
】▽
役
員
功
労

者
＝
原
田
貞
男（
日
の
出
町
）▽
優
良
青
年

部
＝
稲
城
市
青
年
部
▽
優
良
女
性
部
＝
国

立
市
女
性
部
、昭
島
市
女
性
部
▽
女
性
部

功
労
者
＝
佐
野
佳
世（
国
立
市
女
性
部
）、

堀
口
三
枝
子（
昭
島
市
女
性
部
）（
敬
称
略
）

桂
会
長
　「
財
政
自
立
化
と
人
材
育
成
に
力
」 
桂
会
長
　「
財
政
自
立
化
と
人
材
育
成
に
力
」 

新
副
会
長
・
理
事
・
監
事 

曾
我
氏
ら

曾
我
氏
ら
12
人
に
人
に 

役
員
功
労
者
表
彰

役
員
功
労
者
表
彰 

曾
我
氏
ら
12
人
に 

役
員
功
労
者
表
彰 

表彰を受ける、上から
菊地、金子、原田の各氏
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商
工
会
活
動
を
通
じ
地
域
商
工
業
の
振
興

発
展
に
微
力
な
が
ら
貢
献
で
き
ま
し
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
受
章
は
皆
様
か
ら
賜
り
ま
し

た
温
か
い
ご
支
援
の
お
陰
で
あ
る
と
感
謝
申

し
上
げ
て
お
り
ま
す
。今
後
と
も
商
工
会
と
地

域
経
済
の
発
展
の
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
五
月

十
八
日
、
立
川
市
内
の
ホ
テ
ル
で
第　

回
３９

通
常
総
会
を
開
き
「
チ
ャ
レ
ン
ジ　

基
本

!!

の
改
革
、
意
識
改
革　

新
た
な
〝
ス
タ
ー

ト
〞
、
新
た
に
〝
団
結
〞
」
と
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
た
平
成
十
八
年
度
事
業
計
画

・
収
支
予
算
、
並
び
に
平
成
十
七
年
度
事

業
報
告
・
収
支
決
算
を
全
員
一
致
で
承
認
、

可
決
し
ま
し
た
。
役
員
退
任
に
伴
う
補
欠

選
任
も
行
い
、
理
事
に
大
木
隆
幸（
東
久

留
米
市
）、真
鍋
仲
寿（
小
平
）、千
葉
文
幸

（
大
島
町
）の
各
氏
、ま
た
、監
事
に
萩
原

健
介（
清
瀬
）氏
を
選
び
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
理
事
の
変
更
に
関
連
し
北
多

摩
北
の
新
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
は
小
島
洋
司
氏

（
東
村
山

市
）
が
就

任
し
ま
し

た
。

　

波
多
野

章
裕
会
長

は
挨
拶
を

し
、
青
年

部
を
魅
力

あ
る
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を

指
摘
す
る
と
と
も
に
、
都
青
連
の
事
業
に

つ
い
て
「
内
容
を
含
め
て
一
〇
〇
％
成
功

さ
せ
、
全
部
や
り
き
る
」
と
新
年
度
に
臨

む
、
熱
い
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
来
賓
と
し
て
桂
�
夫
・
当
商

チ
ャ
レ
ン
ジ
!!
　
基
本
の
改
革 

　
平
成
18
年
度
事
業
計
画
を
承
認 

　
　
　
　
青
年
部
連
合
会
が
第
39
回
通
常
総
会 

工
会
連
合
会
会
長
、
亀
山
彰
全
国
商
工
会

青
年
部
連
合
会
副
会
長
ら
が
出
席
、
挨
拶

に
立
っ
た
桂
・
当
連
合
会
会
長
は
二
十
一

世
紀
に
き
っ
ち
り
と
存
続
し
得
る
よ
う
な

商
工
会
を
目
指
し
て
様
々
な
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
紹
介
。
そ
の
上
で

「
こ
の
三
年
間
が
商
工
会
の
一
番
、
大
き

な
転
換
点
に
な
ろ
う
」
と
の
見
通
し
を
示

し
、
青
年
部
も
そ
れ
に
対
応
し
て
い
く
よ

う
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

平成18年春の叙勲 
栄えある受章おめでとうございます栄えある受章おめでとうございます 
平成18年春の叙勲 

栄えある受章おめでとうございます 　

旭
日
双
光
章　

中
野　

達
雄

（
前
羽
村
市
商
工
会
会
長
、
前
東
京
都
商
工
会
連
合
会
副
会
長
）

　

東
京
都
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
五
月

十
九
日
、立
川
市
内
の
ホ
テ
ル
で
第
二
十

四
回
通
常
総
会
を
開
き
、役
員
改
選
を

行
っ
た
結
果
、佐
野
佳
世
会
長
が
辞
任
、新

会
長
に
国
分
寺
市
商
工
会
女
性
部
部
長
の

廣
瀬
可
世
子
氏
を
選
任
し
ま

し
た
。副
会
長
五
人
は
留
任

し
ま
し
た
。

　

新
理
事
に
は
石
田
晴
代

（
大
島
町
）、矢
部
久
子（
羽
村

市
）、野
本
留
美
子（
狛
江
市
）、

中
島
佐
枝
子（
東
村
山
市
）、中

川
紀
美
子（
国
立
市
）、阿
久
津

た
か
子（
清
瀬
）、中
村
カ
ヅ
子

（
東
大
和
市
）、北
村
夏
枝（
稲

城
市
）の
各
女
性
部
部
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、新
監
事
に
中
野
と
し
子
小
平
女
性
部

部
長
が
就
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
ま
た
、
十
八
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
、
十
七
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
に
つ
い
て
原
案
通
り
全
て
を
承

認
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

新
会
長
に
選
ば
れ
た
廣
瀬
可
世
子
国
分

寺
市
商
工
会
女
性
部
部
長
は
議
事
終
了
後

就
任
挨
拶
を
し
「
私
の
後
ろ
に
は
佐
野
会

長
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
を
皆
さ

ん
も
考
え
な
が
ら
一
緒
に
や
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
長
を
退

い
た
佐
野
前
会
長
は
「
や
り
残
し
た
こ
と
、

悔
い
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
で
も
広
瀬
新
会

長
が
き
っ
と
そ
う
い
う
こ
と
を
、
後
を
立

派
に
遂
行
し
て
い
た
だ
け
る
と
確
信
し
て

い
る
」
と
退
任
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

十
八
年
度
の
事
業
で
は
七
月
に
東
京
都

が
幹
事
県
連
と
な
り「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工

会
女
性
部
交
流
研
修
会
」を
、ま
た
十
月
に

は「
商
工
会
女
性
部
全
国
組
織
化
四
十
周
年

記
念
式
典
」を
そ
れ
ぞ
れ
都
内
で
開
く
こ
と

か
ら
両
事
業
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

新会長に廣瀬可世子（国分寺市商工会女性部部長）氏を選任 

女性部連合会が第24回通常総会 
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喜
び
の
言
葉
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「
た
ま
と
し
ま
」を
食
べ
て
、飲
ん
で
、

触
れ
て
く
だ
さ
い　

―
。当
連
合
会
は

!!

多
摩
信
用
金
庫
と
七
月
十
四
、十
五
の

両
日
、立
川
・
昭
島
市
内
の
国
営
昭
和

記
念
公
園
み
ど
り
の
文
化
ゾ
ー
ン　

花

み
ど
り
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
多
摩
の
物

産
＆
輸
入
品
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
�　

」と「
東

０６

京
島
し
ょ
の
物
産
展
」を
開
催
し
ま
す
。

開
催
時
間
は
両
日
と
も
午
前
九
時
半
か

ら
午
後
四
時
半
で
す
。入
場
料
は
無
料

で
す
。

　

多
摩
の
物
産
＆
輸
入
品
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
�

　

で
は
多
摩
地
域
の
企
業
が
自
慢
の
物

０６

産
を
展
示
・
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
同
展

で
は
商
工
会
や
観
光
協
会
が
多
摩
の
観
光

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。
一
方
、
東
京
島
し
ょ

の
物
産
展
で
は
商
工
会
が
伊
豆
諸
島
や
小

笠
原
諸
島
の
物
産
を
展
示
、
販
売
し
ま
す
。

両
展
を
合
わ
せ
た
出
展
ブ
ー
ス
は
二
百
を

数
え
、
多
摩
地
域
で
は
最
大
級
の
物
産
展

に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

両
展
は
多
摩
や
島
し
ょ
地
域
な
ら
で
は

の
物
産
や
輸
入
品
を
多
摩
地
域
の
人
々
に

知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、地
元
レ
ス
ト

ラ
ン
、百
貨
店
、商
社
な
ど
と
の
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
ろ
う
と
い
う
目
的
で
開

き
ま
す
。

　

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
�　

と
島
し
ょ
の
物
産
展
で

０６

は
特
設
コ
ー
ナ
ー
と
し
て「
多
摩
の
と
っ

て
お
き
朝
市
」、「
た
ま
ふ
く
マ
ー
ケ
ッ

ト
」、「
多
摩
と
島
の
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
☆
Ｄ
Ｏ

Ｋ
Ｉ
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
」な
ど
を
開
き
ま

す
。

　

朝
市
で
は
地
元
で
採
れ
た
夏
野
菜
を

直
売
。
た
ま
ふ
く
で
は
多
摩
地
域
の
福

祉
施
設
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
障
害
者

団
体
の
人
達
に
よ
る
手
づ
く
り
品
な
ど

の
展
示
・
販
売
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
で
は
多
摩
地

域
と
島
し
ょ
の
観
光
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
大

人
か
ら
子
供
ま
で
楽
し
め
る
ス
テ
ー
ジ

を
一
日
四
回
開
催
し
ま
す
。

　

当
連
合
会
は
観
光
を
中
心
に
多
摩
地
域

の
今
後
の
広
域
的
活
性
化
の
あ
り
方
を

探
っ
た
活
性
化
プ
ラ
ン
調
査
報
告
書
「
観

光
、
集
客
・
交
流
に
よ
る
多
摩
地
域
の
活

性
化
」
を
ま
と
め
し
た
。
報
告
書
は
多
摩

の
観
光
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
三
項
目

の
提
言
を
行
う
と
と
も
に
、
観
光
活
性
化

を
具
体
化
さ
せ
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み

や
方
法
と
し
て
十
項
目
の
プ
ラ
ン
を
提
案

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
二
〇
〇
四
年
多

摩
経
済
サ
ミ
ッ
ト
」
で
設
立
を
し
ま
し
た

多
摩
観
光
協
議
会
（
会
長
樫
崎
彰
男
氏
＝

八
王
子
商
工
会
議
所
会
頭
）
の
全
面
的
協

力
の
下
、
作
成
し
た
も
の
で
す
。

　

当
連
合
会
、
並
び
に
多
摩
観
光
協
議
会

で
は
今
後
、
こ
の
提
言
と
プ
ラ
ン
を
生
か

し
て
多
摩
の
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

提
言
や
プ
ラ
ン
は
工
業
・
建
設
、
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
の
商
工
業
者
や
観
光
協
会

へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
と
と
も
に
観

光
業
者
へ
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
。

さ
ら
に
、
商
店
街
、
市
民
活
動
な
ど
の
集

客
・
交
流
活
動
の
実
情
を
調
べ
て
ま
と
め

ま
し
た
。

　

報
告
書
で
行
っ
て
い
る
提
言
と
プ
ラ
ン

の
内
容
は
別
掲
の
通
り
で
す
。

１
、
観
光
振
興
の
テ
ー
マ
共
有

２
、
多
摩
観
光
を
語
り
合
う
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
の
整
備

３
、
複
数
市
町
村
に
わ
た
る
コ
ー
ス
づ
く
り

４
、
定
期
観
光
バ
ス
の
多
摩
観
光
地
へ
の
誘
致

５
、
花
と
イ
ベ
ン
ト
で
多
摩
の
各
地
を
リ
レ
ー
す
る

６
、
観
光
関
連
事
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

７
、
産
業
観
光
へ
の
取
り
組
み

８
、
市
民
主
宰
の
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
・
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
協
力
と
協
賛

９
、
大
学
・
学
生
等
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
要
請

　

、
企
業
活
動
と
の
連
携
と
協
働

１０

１０プラン

３
項
目
の
提
言
を
行
い
、
１０
プ
ラ
ン
を
提
案
 

　
　
　
　
　
　
当
連
合
会
が
多
摩
の
観
光
活
性
化
で
報
告
書

３
項
目
の
提
言
を
行
い
、
１０
プ
ラ
ン
を
提
案
 

　
　
　
　
　
　
当
連
合
会
が
多
摩
の
観
光
活
性
化
で
報
告
書

□
観
光
業
者
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
立
地
、
資
源
、
環
境
を
見
直
し
、

多
摩
地
域
の
観
光
の
可
能
性
を
探
っ
て
み
よ
う
。

□
市
町
村
や
ブ
ロ
ッ
ク
の
枠
を
超
え
、
多
摩
地
域
の
観
光
を
考
え
、
取
り
組
み
を

進
め
て
み
よ
う
。

□
商
工
業
者
、市
民
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、大
学
・
学
生
の
活
動
、企
業
の
地
域
活
動
な
ど
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
、観
光
の
ま
ち
づ
く
り
と
合
わ
せ
、進
め
て
み
よ
う
。

７
月
７
月
14
、15
の
両
日
に
「
多
摩
の
物
産
＆

の
両
日
に
「
多
摩
の
物
産
＆
 

　
輸
入
品
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

　
輸
入
品
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ，
06
」
、「
東
京
島
し
ょ
の
物
産
展
」

「
東
京
島
し
ょ
の
物
産
展
」
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
連
合
会
と
多
摩
信
用
金
庫
が
主
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
連
合
会
と
多
摩
信
用
金
庫
が
主
催
 

７
月
14
、15
の
両
日
に
「
多
摩
の
物
産
＆
 

　
輸
入
品
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ，
06
」
、「
東
京
島
し
ょ
の
物
産
展
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
連
合
会
と
多
摩
信
用
金
庫
が
主
催

３提言
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青
梅
線
沿
線
地
域
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
協

議
会
が
四
月
一
日
、
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
国
の
「
広
域
的
新
事
業
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
拠
点
重
点
強
化
事
業
（
新
連
携

事
業
）」
に
共
に
採
択
さ
れ
、
企
業
支
援

の
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
た
羽

村
市
商
工
会
と

青
梅
商
工
会
議

所
が
さ
ら
に
、

地
域
の
枠
を
広

げ
て
活
動
を
、

よ
り
効
果
が
あ

る
も
の
に
し
て

い
こ
う
、
と
Ｊ

Ｒ
青
梅
線
、
五

日
市
線
、
八
高
線
沿
線
地
域
に
位
置
す
る

自
治
体
、
商
工
団
体
に
参
加
を
呼
び
掛
け

た
も
の
で
す
。

　

協
議
会
に
は
七
商
工
団
体
、
八
自
治
体
、

一
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
機
関
が
参
加
し

ま
し
た
。
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
機
関
を
地
域

自
ら
が
つ
く
ろ
う
と
い
う
取
り
組
み
は
全

国
的
に
も
大
変
、
珍
し
い
ケ
ー
ス
に
な
り

ま
す
。

　

活
動
と
し
て
協
議
会
は
ま
ず
、
地
域
内

企
業
の
情
報
収
集
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ

れ
は
技
術
、
製
品
な
ど
に
詳
し
い
専
門
家

が
企
業
を
訪
問
し
て
集
め
る
も
の
で
す
。

二
つ
目
が
新
連
携
事
業
で
す
。
こ
の
新
連

携
事
業
で
は
新
し
い
製
品
、
新
し
い
事
業

を
生
み
出
し
て
い
く
た
め
に
様
々
な
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
こ
の
ほ
か
セ
ミ
ナ
ー
・
講

演
会
を
開
き
ま
す
。
ま
た
、
企
業
と
企
業

が
協
働
し
て
い
く
よ
う
に
す
る
機
会
を
提

供
し
て
い
く
こ
と
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

七
月
四
日
（
時
間
は
午
後
二
〜
六
時
）

に
は
羽
村
市
緑
ヶ
丘
の
羽
村
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー　

ゆ
と
ろ
ぎ
で
協
議
会
設
立
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
す
。

　

協
議
会
に
参
加
し
た
商
工
団
体
、
自
治

体
、
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
機
関
は
次
の

通
り
で
す
。

【 
商
工
団
体
＝
七
団
体
、
地
名
の
み
は

商
工
会
】
昭
島
市
、
福
生
市
、
羽
村
市
、

あ
き
る
野
、
瑞
穂
町
、
日
の
出
町
、
青
梅

商
工
会
議
所
【
自
治
体
＝
八
団
体
】
青
梅

市
、
昭
島
市
、
福
生
市
、
羽
村
市
、
あ
き

る
野
市
、
瑞
穂
町
、
日
の
出
町
、
奥
多
摩

町
【
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
機
関
＝
一
団

体
】
首
都
圏
産
業
活
性
化
協
会

　

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
連
絡
は
羽
村
市
商

工
業
活
性
化
推
進
室
（
電
話
０
４
２
‐
５

７
０
‐
０
０
４
０
）
へ
。

　

東
村
山
市
商
工
会
が
昨
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
東
村
山
地
域
ブ
ラ
ン
ド

「
里
に
八
国
」
の
商
品
が
六
つ
か
ら
大
幅

に
増
え
る
見
通
し
で
す
。
十
八
年
度
の
商

品
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
新
た
に
ソ
ー
ス
、

清
酒
、
弁
当
、
肉
汁
う
ど
ん
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
饅
頭
・
ゼ
リ
ー
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、

焼
き
だ
ん
ご
、
ゆ
ば
の
八
つ
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
全
て
を
認
定
す
る
と
、
里
に

八
国
は
商
品
が
十
四
へ
と
増
え
ま
す
。

　

認
定
に
つ
い
て
は
秋
に
も
出
し
た
い
計

画
で
す
。今
後
、選
考
委
員
会
を
開
き
、市

民
投
票
を
経
て
認
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
「
里
に
八
国
」
は
食
品
を
対
象
と
し
た

地
域
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。
市
内
に
は
「
肉
汁

う
ど
ん
」、「
焼
き
だ
ん
ご
」、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
な
ど
の
特
産
品
が
あ
る
一
方
、
ト
ト

ロ
の
森
の
モ
デ
ル
と
言
わ
れ
、
標
高
九
十

㍍
の
「
八
国
山
」
が
市
の
象
徴
と
も
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
「
里
に
八
国
」
の
ブ
ラ

ン
ド
を
考
え
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
は
認
定
品
を
三
十
ぐ
ら
い
の

数
に
増
や
し
、宇
都
宮
市
の
餃
子
、高
松
市

の
讃
岐
う
ど
ん
の
よ
う
に
全
国
で
知
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
く
の
が
夢
で
す
。「
今
は

地
域
間
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
の
で

仕
掛
け
な
け
れ
ば
ダ
メ
」と
地
域
ブ
ラ
ン

ド
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
後
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

も
作
成
し
て
普
及
に
勢
い
を
つ
け
て
い
き

ま
す
。

　
「
里
に
八
国
」の
認
定
を
す
で
に
し
て
い

る
六
つ
の
商
品
は
、「
里
に
八
国
生
ゆ
ば
」

（
岩
崎
屋
豆
富
店
）、「
里
に
八
国
う
ど
ん
」

（
あ
さ
ひ
や
）、「
里
に
八
国
納
豆
」（
保
谷
納

豆
）、「
肉
汁
う
ど
ん
」（
手
打
う
ど
ん　

小

島
屋
）、「
だ

い
じ
ょ
う

ぶ
だ
ァ
ー

饅

頭（
和

菓
子
処
餅

萬
）、「
肉

汁

う

ど

ん
」（
手
打

房
と
き
）

で
す
。

商工
会 

だよ
り商工
会 

だよ
り

青
梅
線
沿
線
地
域
産
業 

ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
が
設
立 

　
　
７
商
工
団
体
、８
自
治
体
、１
産
業

　
　
　
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
機
関
が
参
加 

青
梅
線
沿
線
地
域
産
業 

ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
が
設
立 

　
　
７
商
工
団
体
、８
自
治
体
、１
産
業 

　
　
　
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
機
関
が
参
加 

地
域
ブ
ラ
ン
ド

地
域
ブ
ラ
ン
ド「
里
に
八
国
」

「
里
に
八
国
」 

の
商
品
が
大
幅
増
へ

の
商
品
が
大
幅
増
へ 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
東
村
山
市
商
工
会

東
村
山
市
商
工
会 

地
域
ブ
ラ
ン
ド「
里
に
八
国
」 

の
商
品
が
大
幅
増
へ 

　
　
　
　
　
東
村
山
市
商
工
会 

新たに応募のあった地酒とソース
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街
並
み
、既
存
イ
ベ
ン
ト
、文
化
・
歴
史

な
ど
国
立
市
の
個
性
や
、魅
力
を
見
直
し
、

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
一
方
、新
た
な

資
源
を
生
み
出
し
て
外
来
者
を
増
や
し
、

賑
わ
い
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う「
国

立
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
」の
設
立
総

会
が
六
月
二
十
日
、国
立
市
商
工
会
で
開

か
れ
、設
立
さ
れ
ま
し
た
。国
立
市
商
工
会

が
中
心
に
な
っ
て
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

同
協
会
は
国
立
で
す
で
に
実
施
し
て
い

る
様
々
な
施
策
を
総
合
化
と
い
う
視
点
か

ら
考
え
、広
範
に
事
業
を
展
開
し
て
い
こ

う
と
い
う
、「
観
光
よ
り
街
づ
く
り
色
が
強

い
」団
体
で
す
。会
員
は
商
店
会
、企
業
、

街
づ
く
り
に
関
心
を
持
つ
個
人
ら
で
す
。

　

事
業
と
し

て
は
①
調
査

研
究
②
情

報
・
資
料
の

収
集
③
地
域

活
力
創
出
事

業
の
計
画
策

定
と
運
営
④

外
来
者
を
増

や
す
仕
掛
け
の
展
開
⑤
魅
力
や
個
性
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
発
信
⑥
担
い
手
の
育

成
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
と

の
交
流
⑦
観
光
資
源
の
活
用
と
ブ
ラ
ン
ド

を
高
め
る
事
業
―
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
」
と
高
く
評
価

さ
れ
る
国
立
だ
が
、
最
近
は
他
の
都
市
同

様
、
商
店
街
で
は
廃
業
や
倒
産
に
よ
る
テ

ナ
ン
ト
の
入
れ
替
わ
り
が
目
立
ち
始
め
て

い
ま
す
。
協
会
の
設
立
に
よ
り
、
こ
の
流

れ
に
歯
止
め
を
掛
け
、
街
の
発
展
を
促
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

横
田
基
地
の
民
間
機
利
用
に
関
心
が
高

ま
る
中
、
利
用
を
促
進
し
よ
う
と
い
う
市

民
団
体
と
し
て
は
初
め
て
の
団
体
と
な
る

「
横
田
基
地
の
民
間
機
利
用
促
進
市
民
の

会
」
の
設
立
総
会
が
六
月
四
日
、
武
蔵
村

山
市
内
で
開
か
れ
、
発
足
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
武
蔵
村
山
市
の
市
議
会
と
武
蔵
村
山

市
商
工
会
が
中
心
と
な
っ
て
市
民
に
呼
び

掛
け
て
設
立
し
た
も
の
で
す
。
会
長
に
は

加
藤
欽
司
氏
（
商
工
会
理
事
・
加
藤
時
計

店
社
長
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
会
は
民
間
機
利
用
促
進
に
向
け

て
今
後
、①
国
・
東
京
都
に
対
す
る
要
望
活

動
・
情
報
交
換
②
啓
蒙
・
研
修
③
市
内
空
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
・
物
流
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
と
調

査
④
モ
ノ
ー
レ
ー
ル
の
市
内
延
伸
交
通
ア

ク
セ
ス
の
調
査
―
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

総
会
に
は
昨
年
十
一
月
に
発
足
し
た
横

田
基
地
軍
民
共
用
化
推
進
協
議
会
の
桂
�

夫
会
長（
当
連
合
会
会
長
）、武
蔵
村
山
市

市
長
、衆
議
院
議
員
、都
議
会
議
員
ら
が
顔

を
揃
え
次
々
と
来
賓
挨
拶
を
し
、民
間
機

利
用
の
重
要
性
を
訴
え
る
と
と
も
に
、民

間
機
利
用
に
よ
る
地
域
の
発
展
に
期
待
を

述
べ
ま
し
た
。最
後
は
参
加
者
全
員
が
立

ち
上
が
っ
て

「
横
田
基
地

の
民
間
機
利

用
に
向
け
て

頑
張
ろ
う
」

と
手
を
挙
げ
、

声
を
出
し
て

実
現
を
訴
え

ま
し
た
。

　
（
５
月
１
日
）新
島
村
・
補
助
員（
新
規
採

用
）羽
根
和
美（
６
月
１
日
）小
金
井
市
・
記

帳
専
任
職
員（
新
規
採
用
）井
上
勲

【
退
職
】（
４
月　

日
）小
金
井
市
・
記
帳
専

１２

任
職
員
清
水
香
織（
４
月　

日
）新
島
村
・

３０

補
助
員
北
村
晃
男

「
国
立
市
観
光
ま
ち
づ 

く
り
協
会
」
が
発
足 

　 

賑
わ
い
づ
く
り
を
推
進 

「
国
立
市
観
光
ま
ち
づ 

く
り
協
会
」
が
発
足 

　 

賑
わ
い
づ
く
り
を
推
進 

武
蔵
村
山
市
に
「
横
田
基
地
の 

民
間
機
利
用
促
進
市
民
の
会
」 

　
　
ま
と
め
役
に
武
蔵
村
山
市
商
工
会 

武
蔵
村
山
市
に
「
横
田
基
地
の 

民
間
機
利
用
促
進
市
民
の
会
」 

　
　
ま
と
め
役
に
武
蔵
村
山
市
商
工
会 

人
事
交
流 
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問合せ先内　容会　場イベント名日　程
くにたち朝顔市実行委員会

０４２・５７５・１０００
朝顔・風鈴の販売、くにたちカードポイント抽選
会、チビッコ七夕ひろば等大学通り緑地帯第１８回くにたち朝顔市１日（土）～

２日（日）

７
月

大島観光協会
０４９９２・２・２１７７

夜７：３０～９：００まで
物品販売と地元の芸能あり元町港船客待合所七夕フェアー１日（土）～

９日（日）
小平商工会　ルネこだいら

０４２・３４４・２３１１アマチュア音楽祭ルネこだいら　　　　第１５回市民ふれあい音学
祭２日（日）

新島村商工会
０４９９２・５・１１６７

創立３０周年記念のイベント
舞台発表、模擬店、大抽選会十三社神社境内商工まつり９日（日）

三鷹商工会
０４２２・４９・３１１１

友好物産展、第２１回三鷹カラオケ音楽祭、障が
い者チャリティー２００６、みたか寄席ほか

三鷹市役所　市民の広
場第２９回みたか商工まつり１５日（土）～

１６日（日）
狛江古代カップ多摩川
いかだレース実行委員会
０３・３４８０・９３６７

「多摩川五本松」を出発点に、およそ１．３㎞ の区間
で繰り広げる。ゴール地点では模擬店を開き、ア
トラクションも実施

多摩川および河川敷第１６回狛江古代カップ
「多摩川いかだレース」１６日（日）

浅川サバイバルレース実行委員会
０４２・６２８・０１４１

「よびもどそう！浅川に清流を」をスローガンに、手
作りいかだやカヌーで浅川を下るイベント

浅川の１１ｋｍ（鶴巻橋
～万願寺歩道橋）

第１７回浅川サバイバル
レース１６日（日）

三鷹市商店会連合会
０４２２・４９・３１１１野外映画祭、模擬店、演奏会、盆踊り等三鷹市立第四小学校むらさき祭りｉｎ四小２２日（土）～

２３日（日）
八丈町商工会

０４９９６・２・２１２１各種イベント、大売出し抽選会、夜店の出店等商工会館前広場・道路八丈島夏まつり２３日（日）～
２５日（火）

小金井阿波おどり大会実行委員会
０４２・３８１・２４７４延べ３０連が登場。５商店会を踊る。武蔵小金井駅周辺５商

店会
第２８回小金井阿波おどり
大会

２８日（金）～
２９日（土）

Ｔ－ＳＯＵＬ実行委員会
０４２・３２３・１０１１

国分寺駅前に特設ステージを設け、市民の手作
りによる真夏の音楽ライブイベント。ノンジャ
ンルで色々な音楽を演奏

国分寺駅
北口・南口駅前

Ｔ－ＳＯＵＬ　真夏の野
外音楽祭ｉｎ国分寺２９日（土）

㈱まちづくり三鷹
０４２２・４０・９６６９うどん打ち体験、抽選会、模擬店、売出しなど三鷹産業プラザ及び市

内商店会産プラまるごと夏まつり２９日（土）～
３０日（日）

ひのよさこい新選組事業実行委員会
０４２・５８１・３６６６

鳴子を手に持った千人以上の踊り子が連ごとに
思い思いの曲にのって踊る

日野駅前・豊田駅前・
高幡駅前ほか第６回ひのよさこい祭２９日（土）～

３０日（日）
はむら夏まつり実行委員会

０４２・５７０・０１４４人波踊り、参場踊りほか羽村駅東口駅前はむら夏まつり２９日（土）～
３０日（日）

神津島村役場
０４９９２・８・００１１３、４団体の太鼓の競演物忌奈命神社神津島マリン太鼓フェス

ティバル１日（火） 

８
月

物忌奈命神社
０４９９２・８・００１５「かつお釣り神事」（都無形文化財）物忌奈命神社物忌奈命神社例大祭２日（水）

神津島村役場
０４９９２・８・００１１花火大会前浜海岸渚の花火大会２日（水）

七夕まつり実行委員会
０４２・５５１・１５１１各種イベント　七夕飾り等福生駅西口

市役所周辺第５６回福生七夕まつり３日（木）～
６日（日）

大島町
０４９９２・２・１４４６

小網代沖スタート　大島岡田港沖スタートの２
コース　ゴールは大島筆島沖波浮港トウキョウズ・カップ２００６ヨット

フェスティバル（外洋ヨットレース）
４日（金）～
６日（日）

昭島市商工会
昭島市民くじら祭実行委員会

０４２・５４３・８１８６

出店・タレントショー・子供ショー・市民カラオケ
大会・パレード・夢花火・チビッコ広場（お化け屋
敷・ゲーム等）

昭和公園陸上競技場第３４回昭島市民くじら祭５日（土）～
６日（日）

第４回あきる野夏まつり運営委員会
０４２・５５８・１１１１

よさこいソーラン、流しおどり
お囃子・お神輿ほか

秋川駅北口駅前大通り
周辺第４回あきる野夏まつり５日（土）

新島村商工会
０４９９２・５・１１６７

創立３０周年を記念して今年も盛大に夜店、金魚
すくいなどを行います観音様通り観音様の夜店１０日（木）

大島町商工会
０４９９２・２・３７９１元町仲通りに夜店と花火・ゲーム等元町仲通り第２７回伊豆大島夏まつり１２日（土）～

１３日（日）

２００６夏まつり実行委員会
０４２－５９７－０５１１郷土芸能、盆踊り、花火大会、各種模擬店日の出町民グランド、 

文化の森、平井中学校
２００６ふるさとふれあい夏
まつり

１２日（土）
※荒天の場合は
１３日（日）

大島観光協会
０４９９２・２・２１７７

島外から少年野球チームが集まり２０チームを２ブロック
に分け優勝を競う。静岡・神奈川・東京都・千葉から参加つばき小学校グランド第２０回伊豆大島少年野球

大会
１８日（金）～
２０日（日）

瑞穂町観光協会
０４２・５５７・３３８９

流し踊り、マジックショー、模擬店、吹奏楽団
の演奏など瑞穂町役場西側通り第１０回みずほサマーフェ

スティバル１９日（土）

三鷹阿波踊り振興会
０４２２・４９・３１１１阿波踊り三鷹南口駅前商店街第３９回三鷹阿波踊り１９日（土）～

２０日（日）
平成１８年度ヨルイチ実行委員会

あきる野商工会
０４２・５５９・４５１１

今年のテーマは「モノを知ってもらう」。人力車、
ボンネットバス等々昔懐かしい「市」

ＪＲ武蔵五日市駅前か
ら子生神社までの檜原
街道沿い（１．８ｋｍ）

第４回ヨルイチ２６日（土）

武蔵村山市商工会、武蔵村山市
商工会青年部、武蔵村山市観光
納涼花火大会実行委員会
０４２・５６０・１３２７

花火大会、即売、アトラクション野山北公園運動場第２８回武蔵村山市観光
納涼花火大会２６日（土）

多摩・島しょ 
地域のイベント 

大特集 Part10（７月－８月）

誰とゆく？夏祭り 誰とゆく？夏祭り 誰とゆく？夏祭り ヨルイチ

くにたち朝顔市


